
同

日
中
西
次
郎
（
昭
和
十
一
年
油
画
科
卒
）
は
海
の
参
考
資
料
蒐
集

れ
る
。

第
十
五
節

昭
和
十
二
年

①

職
員
そ
の
他

（
「
任
免
関
係
原
議
綴
」
そ
の
他
に
よ
る
。
）

昭
和
十
二
年

一
月
十
五
日
書
記
筒
崎
謙
斎
、
北
浦
大
介
、
宮
本
純
一
、
佐
藤
璽
吉
、
瀬

谷
義
広
は
臨
時
版
画
教
室
に
関
す
る
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

三
月
十
三
日
助
教
授
山
崎
覚
太
郎
は
塗
装
術
研
究
の
た
め
本
年
四
月

一
日

よ
り
満
四
ヵ
月
間
フ
ラ
ソ
ス
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
三
十
一
日
陸
軍
騎
兵
少
尉
、
本
校
嘱
託
下
村
英
時
は
本
校
書
記
に
任

命
さ
れ
る
。

四
月
六
日
学
術
実
地
指
消
の
た
め
教
授
石
田
英
一
、
助
教
授
内
藤
春
治
、

書
記
宮
本
純
一

、
講
師
鎌
倉
芳
太
郎
、
同
斎
藤
幸
晴
、
同
白
川

一
郎
、
同

関
野
克
、
一屈
武
田
寿
は
四
月
十
二
日
よ
り
往
復
と
も
十
六
日
間
、

三
重

県
、
奈
良
県
、
京
都
府
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
生
徒
奈
良
県
下
修
学
旅
行

に
つ
き
地
方
技
師
岸
熊
吉
、
奈
良
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
新
納
忠
之
介
は

臨
時
実
地
指
涵
を
嘱
託
さ
れ
、
同
じ
く
京
都
府
下
修
学
旅
行
に
つ
き
京
都

市
立
絵
画
専
門
学
校
教
授
入
江
幾
治
郎
（
波
光
）
、
地
方
技
師
安
問
立
雄
は

臨
時
実
地
指
遜
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
十
二
日
校
長
芝
田
徹
心
、
生
徒
古
美
術
実
地
見
学
状
況
視
察
の
た
め

四
月
十
四
日
よ
り
十
四
日
間
、
奈
良
県
、
京
都
府
へ
出
張
の
申
請
許
可
さ

同
月
十
八
日

同
月
二
十
一
日

生
徒
野
営
練
習
の
た
め
本
間
幸
太
郎
、
斎
藤
幸
晴
、
清
水

平
吉
は
五
月
二
十
四
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
間
、
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ

同

講
師
小
場
恒
吉
は
朝
鮮
総
督
府
宝
物
古
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

会
第
一
二
回
総
会
出
席
を
許
可
さ
れ
る
。

助
教
授
丸
山
不
忘
、
内
藤
春
治
は
学
術
実
地
指
禅
の
た
め
埼

玉
県
下
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

月

教
授
香
取
秀
真
は
私
立
帝
国
美
術
学
校
講
師
応
嘱
の
件
を
許

可
さ
れ
る
。

五
月
一

日

教

授
津
田
信
夫
は
満
州
国
お
よ
び
中
華
民
国
出
張
を
命
ぜ
ら
れ

る
。

同
月
二
十
八
日

れ
る
。

に
関
す
る
事
務
を
臨
時
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
十
五
日
講
師
富
永
惣
一
は
自
今
無
報
酬
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
担
任

を
免
ぜ
ら
れ
、
西
洋
彫
刻
史
授
業
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
事
務
（
教
務
課
教

務
掛
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
十
七
日

新
規
矩
男
は
フ
ラ
ン
ス
語
授
業
を
嘱
託
さ
れ
、
文
庫
課
兼
勤

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
三
日

同
月
十
日

教
授
藤
島
武
二
は
満
州
国
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

教
授
岡
田
三
郎
助
、
同
藤
島
武
二
は
文
化
勲
章
を
授
与
さ

片
岡
照
三
郎
は
漆
工
部
彫
鍍
実
習
授
業
を

一
学
期
間
（
毎
週
ニ

時
間
）
臨
時
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
六
日
生
徒
野
営
浪
習
に
関
し
、
地
形
偵
察
の
た
め
本
間
幸
太
郎
、
斎

藤
幸
晴
、
清
水
平
吉
は
五
月
十

一
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、
習
志
野
へ

出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
三
日
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同
月
六
日

ら
れ
る
。

同
月
二
十
五
日
同
じ
く
教
授
兼
生
徒
主
事
田
辺
孝
次
は
五
月
二
十
六
日
よ

り
往
復
と
も
二
日
間
、
同
地
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
八
日
同
じ
く
本
間
幸
太
郎
、
斎
藤
幸
晴
、
消
水
平
吉
は
五
月
二

十
九
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
間
、
丸
山
不
忘
、
磯
矢
協
は
同
月
三
十
一
日

よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、
同
地
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
四
日
教
授
和
田
三
造
は
欧
米
各
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
七
日
田
辺
孝
次
は
欧
州
各
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
―
―
-
+
―
日
よ
り
六
月
一
日
ま
で
、
学
校
長
は
生
徒
野
営
演
習
を
視
察
。

六
月
十
五
日
生
徒
野
営
浪
習
の
た
め
、
本
間
幸
太
郎
、
斎
藤
幸
睛
、
清
水

平
吉
は
六
月
十
六
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
間
、
広
川
松
五
郎
、
羽
野
禎

三
、
佐
々
木
卓
、
森
田
亀
之
助
に
六
月
十
八
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、

習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
三
日
田
辺
孝
次
は
朝
鮮
総
督
府
よ
り
外
国
事
俯
調
査
に
関
す
る

事
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
二
十
四
日
岡
田
三
郎
助
、
川
合
玉
堂
、
藤
島
武
二
、
結
城
素
明
、
北

村
西
望
、
建
畠
大
夢
、
和
田
三
造
、
香
取
秀
真
、
南
集
造
、
朝
倉
文
夫
、

清
水
南
山
、
津
田
信
夫
（
以
上
教
授
）
、
和
田
英
作
（
名
脊
教
授
）
、
比
田

井
天
来
（
講
師
）
は
帝
国
芸
術
院
会
員
に
任
命
さ
れ
る
。

七
月
二
日
生
徒
野
営
演
習
に
つ
き
、
本
間
幸
太
郎
、
斎
藤
幸
晴
、
消
水
平

吉
は
七
月
六
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
間
、
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ

る。

同
じ
く
岡
四
郎
、
宮
本
純
一
は
七
月
八
日
よ
り
往
復
と
も
一一
日

閻
、
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同

日
島
崎
吉
五
郎
は
一二
十
五
円
贈
与
さ
れ
る
(
+
月

一
日
ド
イ
ツ
教

十
月
五
日
講
師
正
木
篤
―
―
―は
東
洋
文
学
授
業
担
任
、
文
庫
課
兼
務
を
免
ぜ

同

月

同
月
八
日
教
授
高
村
盟
周
は
多
磨
帝
国
美
術
学
校
（
校
長
杉
祁
非
水
）
講

師
応
康
の
件
許
可
さ
れ
る
。

同
月
八
日
よ
り
九
日
ま
で
、
学
校
長
は
生
徒
野
営
演
習
状
況
を
視
察
。

同
月
十
七
日
助
教
授
伊
原
宇
―
―一
郎
は
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
教
育
課
教
育
会

お
よ
び
緑
陰
社
主
催
洋
画
講
習
会
に
七
月
一
一
十
二
日
よ
り
七
日
間
出
張
を

許
可
さ
れ
る
。

石
沢
正
男
、
下
村
英
時
は
第
七
回
世
界
教
育
会
議
に
際
し
て
開
催

さ
れ
る
日
木
画
展
覧
会
の
事
務
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
二
十
六
日
講
師
正
木
篤
一二

は
美
術
研
究
所
員
に
任
命
さ
れ
る
。

八
月
二
日
木
間
幸
太
郎
は
本
校
お
よ
び
東
京
音
楽
学
校
服
務
を
免
ぜ
ら
れ

輻
重
兵
第
七
聯
隊
長
に
任
命
さ
れ
、
陸
軍
歩
兵
大
佐
家
所
政
信
が
後
任
と

な
る
。

九
月
十
一
日
川
崎
小
虎
、
矢
沢
弦
月
、
伊
原
宇
三
郎
、
小
林
万
吾
、
田
辺

至

北

村

西

望
、
朝
倉
文
夫
、
津
川
信
夫
、
泊
水
南
山
、
海
野
清
、
高
村

血
品
周
、
沼
田
一
雅
、
六
角
紫
水
ら
教
員
は
第

一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
審

査
員
を
依
嘱
さ
れ
る
。

八
月
＼
九
月
支
那
事
変
に
際
し
、
生
徒
川
西
治
男
、
田
村
巌
、
雨
田
正
、
斎

藤
疫
男
、
講
師
斎
藤
幸
晴
、
嘱
託
大
江
雄
五
‘
]屁
旭
ヶ
谷
敏
治
ら
応
召
゜

九
月
三
日
山
崎
覚
太
郎
は
在
外
研
究
を
了
え
て
帰
国
。

同
月
二
十
四
日
大
峡
秀
栄
は
講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
修
身
授
業
（
一
週
一
時

間
）
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

ら
れ
、
東
洋
美
術
史
授
業
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
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山
峡
の
午
後

遊
園
地

同 同

荒

木

茂

雄

裸

婦

同

同

上

島

長

健

是

永

仲

コ
ス
チ

ュ
ー

ム

同

同

多

久

英

策

山
湯
の
秋

同

前
田
美
千
雄

赤
い
服

同

同

田
中
角
治
郎

砂

丘

同

八

木

岡

茂

沿

衣

同

同

立
田

二
朗

海
の
見
へ
る
丘

同

山
口
吉
三
郎

原

同

同

高
階

庭夏
の
河
原

同

池
邊

渡
邊

疇
谷

太
郎

平裸

姉

阿

同

園

野
の
宮

同 本

科

安
重民

裸裸ベ
ッ
ト
に
よ
れ
る
女

同

同

嬬姉

同

同

日

本

霊

科
（
い
ろ
は
順
）

司

同

二郎滋
謹
次

俊
次

重
紀

女

同

同

小
田

渡
邊

川
村

川
端

上
沼

ー、見

②

卒

業

昭
和
十
二
年
三
月
二
十
四
日
、
第
四
十
六
回
卒
業
証
害
授
与
式
が
行
わ
れ
、

同
日
よ
り
三
日
閤
、
校
内
で
卒
業
制
作
品
陳
列
会
が
開
か
れ
た
。
左
記
は
卒
業

者
、
卒
業
制
作
題
名
（
本
学
附
屈
図
書
館
所
蔵
『
卒
業
製
作
写
真
昭
和
十
二
年

一ー一

月
』
に
よ
る
）
で
あ
る
。

室裸

姉

裸

姉

赤
き
鋭
の
前
の
裸
女

像

坐

同

同

岡

兄

正

同

同

大

島

士

同

同

大
戸

阿

同

式

内

同

同

義
夫.ト_、．

 
ー

陽
平

甲畑
州

像油の
或

盟騨

坐

自
壷
像

同

飯
島

栢
本

大
畑

保
久

育
学
の
泰
斗
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
悼
士
に
課
外
特
別
講
油
を
依
頼
し
た
際
の

記
念
品
漆
塗
角
盆
の
製
作
謝
儀
）
。

同
月
十
四
日
田
辺
孝
次
、
和
田
一
二
造
焔
国
。

同
月
二
十
日
坂
下
四
郎
は
体
操
授
業
を
臨
時
隅
託
さ
れ
る
。

同

月

支

那

事

変

に

際

し

、
生
徒
佐
藤
正
衛
、
木
村
茂
郎
、
講
師
関
野

克
、
康
託
梢
水
平
吉
ら
応
召
゜

十
一
月
二
十
九
日
各
庁
次
官
会
談
の
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
各
職
員
に
年

賀
状
廃
止
を
通
知
。

科

同 同

平
ロ

望
月

平和沼霜
の
頃

朝
凪
ぎ

キ
ャ
デ
イ
ー

晨

同 同 同 同 同

安
藤

佐
々
木
正
之

菊
澤
榮
一

木

島

邦

彦

濡

水

保

二
勝
雄

定
夫

重
存
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